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１月２０日（日）徳島県上勝町に出向き、ゴミの３４種分別による、

ゼロウエスト（ごみゼロ）の取組及び地域のお年寄りが活躍する彩事業

について、視察研修を実施いたしました。 

今回、連合自治会長さんをはじめ１５名の参加をいただき、徳島県庁から４０ｋｍ程の位置にある、人口１，８００人 世帯数

８７０戸余りで、標高１００ｍから７００ｍの間に大小５５の集落が点在する町にお邪魔してまいりました。 

町全体の８８．５％が山林と言う事で、別子山地域と似かよった場所でありながらも、地域の独自性を活かした様々な取組で、

全国的にも有名な町となっています。 

また、Ⅰターン、Ｕターンで、移住してくる若者も多いと言う事で、町そのものも明るく元気なイメージがありました。 

まず、ゼロウエストの取組みでは、ゼロウエストアカデミー事務局の方から説明いただきました。 

町民自らが、地球を汚さない人づくりに努め、ゴミの再利用、再資源化を進め焼却埋立処分をなくし、地球環境を良くするため

の努力をし、ゴミを資源にという「ゼロウエスト宣言」で、その宣言に従い、着実に実行している姿を見せていただきました。 

ゴミの分別では、３４種分別と言う事でゴミステーションでは、視察当日も、分別を行う多数の住民の方々に出合いましたが、

ステーション内では、手書きで非常に分かりやすく表示がされ、子供からお年寄りまで分けるのに苦労しないような方法が取られ

ており、リユースを推進する大きな意味を感じました。 

 この取組みについては、始めるまでの様々な苦労を教えていただきましたが、現在では当り前で、分別類数が増えてより一層分

かりやすくなっていると感じる程でした。 

 また、「彩事業」では上勝町のお年寄りが元気に取組む姿をご説明いただきましたが、過疎の町のどん底からの再生に取り組ん

だ「葉っぱビジネス」は、これまで、映画で放映され、テレビではドキュメンタリー番組として放映される等、７０代８０代のお

ばあちゃん達が有名で、その「つまもの」の生産過程に隠された始まりからの苦労や変化等を詳しく説明いいただきました。 

 始まりから現在まで、２０年以上を経過し、多くの収入を得るお年寄りもいらっしゃるほどで、地域再生、過疎再生のきっかけ

となる、名前のとおり彩のある取組みでした。 

 

１月２７日（日）に徳島県三好市（東祖谷）で開催されました、四国大会を視察いたしま

した。 

２月３日（日）に、別子山で行う初めての大会に向けて、事前勉強を兼ねて視察いたしま

したが、さすがに国際ルールにのっとった大会で、優勝チームは、四国代表として、北海道

で開催される全国大会の出場権を得る事が出来るということで、参加チームは、７つのリー

グで、４０チーム、５００人以上にのぼり、本格的な熱のこもった試合風景と、地域の方の

サポート状況を視察いたしました。 

この日は決勝リーグが行われており、前年度優勝チームで、全国大会での試合経験のある

チームは、かなりハイレベルで素晴らしいチームという印象で、その審判を行う皆さんの的

確な判断は非常に勉強になるものでした。 

別子山での雪合戦は初開催で、地域の皆様にはご面倒をおかけいたしますが、ご協力をお

願いいたします。 

ゴミから再生（リユースの品）説明 彩商品（つまもの）見学 彩事業説明 
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毎日寒いですねエ 

年も変わりもう２月を迎えました

が、皆さんいかがお過ごしでしょうか？コタツに入って背中を丸めて

はいませんか？やはり別子山の冬は、特に寒いので仕方ないですねぇ。

ですが、今年に限っては、雪が降ることを待ち望むという変な空気を、

自分なりに感じます。寒いのは苦手なのに!! 

 先日は、徳島県上勝町に出向き視察を行いました。 

先方は受入体制も十分で、取組みの体制が整っており、住民の皆さ

んが一つになって邁進する姿は、非常に勉強になりました。 

個々の力を結集すれば出来るを実証している、そう感じました。 

何にしても、初めの苦労は同じで、続けることが大変重要ですので、

それが出来ている事は「素晴らしい」の一言です。 

さて、今月は早々から冬のイベント「雪合戦大会」が控えておりま

すが、寒い等と言ってはいられません、地域の皆様のご協力がなけれ

ばはじまりませんので、何時もご苦労をおかけいたしますが、成功に

向けて御協力をお願いいたします。 

 今年度は、春から始まりましたプロジェクト事業も“桜”に始まり

“雪”で終わるという本当に季節を体感できる絆まつりとして、地域

にとけこみ、絆を深める事が出来たものでした。 

地域づくりは、これからが本番です、皆さんの気持ち、想いが一つ

になれば必ず明るい未来が見えるはずでございますので、これからも

公民館は、皆さんの良きサポーターとなれるよう益々努力したいと思

います。 

冬も本番を迎えました、まだまだ寒い日が続くと思いますが、身体

には十分注意をしてお過ごしください。 

 

●日 時  平成２５年２月２３日（土） 開場１３：３０ 開演１４：００ 

●場 所  新居浜市市民文化センター大ホール 

●チケット 料金：前売り（当日） 高校生以上２０００円（２５００円） 

（全席指定）        ３才以上中学生以下５００円（８００円） 

             ※３才未満は膝上観覧可（大人一人につき一人） 

      場所：スポーツ文化課、別子銅山記念図書館、郷土美術館 

●問合せ スポーツ文化課 電話：６５－１３０３ 

      ※よいお席はお早めに。 

●出 演・・・ズーラシアンブラス（金管五重奏）、弦うさぎ（弦楽四重奏団） 

●予定曲目・・・犬のおまわりさん、となりのトトロメドレー 

ウィリアムテル序曲 他 

０歳から入場可能な親子で楽しめるクラシックコンサートです。 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子山地区

にやってきます。 

みなさん是非ご利用ください。 

 ２月は、２８日（木）に巡回します。 

①別子山支所  １０：２０～１１：１０ 

②福祉センター １１：２０～１２：００ 

③別子小中学校 １３：００～１４：００ 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要

です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたず

ねください。 

新居浜市立別子銅山記念図書館 

℡ 0897-32-1911 

日  時：平成２５年２月２８日（木） 

８時３０分～１７時１５分（予定） 

行  先：徳島美馬市 脇町うだつの街並と寺町（郡里

廃寺跡、願勝寺、安楽寺）を見学。 

参 加 料：１，７１０円 昼食代は別途 

定  員：４０名 

（応募多数の場合は抽選。抽選結果は後日連絡） 

申込締切：２月１８日（月）必着 

申込方法：参加者全員の氏名・住所・電話番号を明記

し、ハガキまたは FAXでスポーツ文化課へ 

（申込１件につき、３人まで可） 

集合場所：新居浜市役所 

申 込 先：〒792-8585一宮町一丁目５番１号 

 スポーツ文化課 

電話 65-1303 FAX 65-1306 

「雪合戦大会」の日程が近づいてまいりました。 

 地域の皆様には、ご苦労をおかけいたしますが、ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 

○前日の準備作業：午前９時～   別子山公民館集合 

○当日の集合時間：午前８時３０分    〃  

○当日は、動きやすい、暖かい服装 

でお越しください。 

 


